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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、木材のマルチスケールな構造情報を多面的に取得し、AI を利用した解析に

よって個々の木材の物性を予測することを目的としている。 
本研究計画では同一試料について複数の測定を行うため、それが可能となる条件を探る

必要がある。今年度は試料準備および、試料のサイズや測定条件の検討を行った。 
スギ（Cryptomeria japonica）の木片を準備し、厚さ 1 mm に加工した。この試料につい

て、動的粘弾性測定を実施し、適正な貯蔵弾性率の値が得られることを確認した。X 線 CT

測定については、測定領域を十分に確保した場合、組織構造の情報を得るには解像度が低

い可能性があることがわかったため、顕微鏡観察を併用することを検討した。さらに近赤

外イメージングで得られるデータの解析を行い、イメージング測定の必要性について検証

した。 

 

 

 

 


